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　本日１５時半より、４月１日以降の新賃金要求申し入れ第２回交渉が開催されました。

第２回交渉では、会社側から資料に基づく現状認識の説明を踏まえ、議論を交わしました。

●新人事・賃金制度含めて総合的に考えていきたい。

●お客さまから広く運賃をいただいて成り立っている公益性の高い企業であり、それらを

　踏まえて議論したい。

●昨年から見て中長期的な状況は変わっていない中では考慮していかなければならない。

●景気は回復しつつある事は共通の認識であるが、先行きは慎重に見ていきたい。

＜会社側が示した考え方のポイント＞

●取り巻く要素は認識しつつ会社としては様々な要素を踏まえつつ判断したい。


